
平成 28年度 第３回安全・適正就業講習会 

年々、増加の一途をたどる高齢者のうつ病の徹底検証 

師走の忙しい中、平成 28年 12月 19日（月）17：00より町中央公民館（大ホール）において平成 28年度  

第 3回 安全・適正就業講習会が開催されました。 

初めに、安里安雄委員長より、今や、新聞・テレビ・メディアでもよく取り上げられている「うつ病」・「そう 

うつ病」の患者が、100 万人を超え増加の一途をたどる社会問題にも発展してきており、特に高齢者のうつ病も

深刻な問題としているとの話がありました。 

そのような中、『高齢者のうつ病について』との内容で、町役場 介護支援課の赤嶺郁恵氏に高齢者のうつ病の 

特徴・症状・対応・対策などの分かりやすい講和をしていただきました。 

特に講習内容で気になったのは、“高齢者の場合、うつ病と認知症との見分け方の判断がむずかしい”との話で

した。 

会員の皆さんも、人事だと言う気持ちでなく、しっかり目と耳で講和を聞かれていました。    

会員の講習会風景 安里委員長からの開会の挨拶の様子 

今回の講習会のテーマ 赤嶺郁恵氏による講和の様子 


